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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】平成30年5月31日(2018.5.31)

【公開番号】特開2016-206257(P2016-206257A)
【公開日】平成28年12月8日(2016.12.8)
【年通号数】公開・登録公報2016-067
【出願番号】特願2015-84092(P2015-84092)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｂ  15/16     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ  13/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｂ   15/16     　　　　
   Ｇ０２Ｂ   13/18     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成30年4月2日(2018.4.2)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　物体から像側へ順に、負の屈折力の第１レンズ群、開口絞り、正の屈折力の第２レンズ
群を備え、ズーミングに際して、前記第１レンズ群と前記第２レンズ群が移動し、隣り合
うレンズ群の間隔が変化するズームレンズであって、
　前記第２レンズ群は、１枚以上の正レンズと１枚以上の負レンズを備え、
　材料の波長４００ｎｍに対する屈折率をＮｓ、前記材料の波長１０５０ｎｍに対する屈
折率をＮｍ、前記材料の波長１７００ｎｍに対する屈折率をＮｌ、前記材料の部分分散比
θを
θ＝（Ｎｓ－Ｎｍ）／（Ｎｓ－Ｎｌ）
とし、
　前記第２レンズ群に含まれる正レンズの材料の部分分散比θの平均値をθＩＲ（Ｇ２ｐ
）ＡＶＥ、前記第２レンズ群に含まれる負レンズの材料の部分分散比θの平均値をθＩＲ
（Ｇ２ｎ）ＡＶＥとするとき、
　　－０．０２０＜θＩＲ（Ｇ２ｐ）ＡＶＥ－θＩＲ（Ｇ２ｎ）ＡＶＥ＜０．０１５
なる条件式を満足することを特徴とするズームレンズ。
【請求項２】
　前記材料のアッベ数νをν＝（Ｎｍ－１）／（Ｎｓ－Ｎｌ）とし、前記第２レンズ群に
含まれる正レンズの材料のアッベ数νの平均値をνＩＲ（Ｇ２ｐ）ＡＶＥとするとき、
　　νＩＲ（Ｇ２ｐ）ＡＶＥ＞１８．０
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１に記載のズームレンズ。
【請求項３】
　前記第２レンズ群の最も物体側に正レンズＬ２１が配置され、前記正レンズＬ２１の少
なくとも一面が非球面形状であることを特徴とする請求項１又は２に記載のズームレンズ
。
【請求項４】
　前記第２レンズ群は、物体側から像側へ順に、正レンズと、負レンズ及び正レンズで構
成される接合レンズとを有することを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載の
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ズームレンズ。
【請求項５】
　前記第２レンズ群は、物体側から像側へ順に、正レンズ、負レンズ、正レンズ、負レン
ズ、正レンズを有することを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載のズームレ
ンズ。
【請求項６】
　前記第２レンズ群は、負レンズと正レンズと負レンズで構成される接合レンズを有する
ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載のズームレンズ。
【請求項７】
　前記第２レンズ群は、物体側から像側へ順に、正レンズ、正レンズ、負レンズを有する
ことを特徴とする請求項１乃至３のいずれか１項に記載のズームレンズ。
【請求項８】
　前記材料のアッベ数νをν＝（Ｎｍ－１）／（Ｎｓ－Ｎｌ）とし、前記第１レンズ群に
含まれる負レンズの材料のアッベ数νをνＩＲ（Ｇ１ｎ）とするとき、前記第１レンズ群
は、
　　νＩＲ（Ｇ１ｎ）＞１８．０
なる条件式を満足する負レンズを有することを特徴とする請求項１乃至７のいずれか１項
に記載のズームレンズ。
【請求項９】
　前記第１レンズ群の焦点距離をＦ１、前記第２レンズ群の焦点距離をＦ２とするとき、
　　０．７＜｜Ｆ１／Ｆ２｜＜１．０
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１乃至８のいずれか１項に記載のズームレ
ンズ。
【請求項１０】
　前記第２レンズ群に含まれる負レンズの材料の部分分散比θをθＩＲ（Ｇ２ｎ）ＡＬＬ

とするとき、前記第２レンズ群に含まれる全ての負レンズは、
　　θＩＲ（Ｇ２ｎ）ＡＬＬ＜０．８４５
なる条件式を満足することを特徴とする請求項１乃至９のいずれか１項に記載のズームレ
ンズ。
【請求項１１】
　前記材料のアッベ数νをν＝（Ｎｍ－１）／（Ｎｓ－Ｎｌ）とし、前記第２レンズ群に
含まれる負レンズの材料のアッベ数νをνＩＲ（Ｇ２ｎ）、部分分散比θをθＩＲ（Ｇ２
ｎ）とするとき、前記第２レンズ群は、
　　νＩＲ（Ｇ２ｎ）＞１２．０
　　θＩＲ（Ｇ２ｎ）＜０．８１
なる条件式を満足する負レンズを有することを特徴とする請求項１乃至１０のいずれか１
項に記載のズームレンズ。
【請求項１２】
　前記第２レンズ群の像側に配置され、ズーミングに際して不動である正の屈折力の第３
レンズ群を有することを特徴とする請求項１乃至１１のいずれか１項に記載のズームレン
ズ。
【請求項１３】
　請求項１乃至１２のいずれか１項に記載のズームレンズと、該ズームレンズによって形
成される像を受光する撮像素子を有することを特徴とする撮像装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
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　本発明のズームレンズは、物体から像側へ順に、負の屈折力の第１レンズ群、開口絞り
、正の屈折力の第２レンズ群を備え、ズーミングに際して、前記第１レンズ群と前記第２
レンズ群が移動し、隣り合うレンズ群の間隔が変化するズームレンズであって、
　前記第２レンズ群は、１枚以上の正レンズと１枚以上の負レンズを備え、
　材料の波長４００ｎｍに対する屈折率をＮｓ、前記材料の波長１０５０ｎｍに対する屈
折率をＮｍ、前記材料の波長１７００ｎｍに対する屈折率をＮｌ、前記材料の部分分散比
θを
θ＝（Ｎｓ－Ｎｍ）／（Ｎｓ－Ｎｌ）
とし、
　前記第２レンズ群に含まれる正レンズの材料の部分分散比θの平均値をθＩＲ（Ｇ２ｐ
）ＡＶＥ、前記第２レンズ群に含まれる負レンズの材料の部分分散比θの平均値をθＩＲ
（Ｇ２ｎ）ＡＶＥとするとき、
　　－０．０２０＜θＩＲ（Ｇ２ｐ）ＡＶＥ－θＩＲ（Ｇ２ｎ）ＡＶＥ＜０．０１５
なる条件式を満足することを特徴としている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２７】
　ズーミングに際して第１レンズ群Ｇ１と第２レンズ群Ｇ２との間隔が変化する。第２レ
ンズ群Ｇ２の移動で変倍を行い、変倍に伴う像面変動を第１レンズ群Ｇ１によって補正し
ている。第２レンズ群Ｇ２は１枚以上の正レンズと、１枚以上の負レンズを備えている。
材料の波長４００ｎｍに対する屈折率をＮｓ、材料の波長１０５０ｎｍに対する屈折率を
Ｎｍ、材料の波長１７００ｎｍに対する屈折率をＮｌ、材料の部分分散比θを
θ＝（Ｎｓ－Ｎｍ）／（Ｎｓ－Ｎｌ）
とする。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４２】
　各実施例におけるズームレンズにおいては、次の構成をとるのが良い。第２レンズ群Ｇ
２の最も物体側に正レンズＬ２１を有し、正レンズＬ２１の少なくとも一面は非球面形状
とすると、球面収差の補正が容易になる。また第２レンズ群Ｇ２は、物体側から像側へ順
に、正レンズと、負レンズ及び正レンズを接合した接合レンズを有すると、軸上色収差と
球面収差の補正が容易になるので大口径化が容易となる。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４３】
　また、第２レンズ群Ｇ２は、物体側から像側へ順に、正レンズ、負レンズ、正レンズ、
負レンズ、正レンズを有すると、軸上色収差と倍率色収差の補正が容易になり、高い結像
性能が得られる。また第２レンズ群Ｇ２は、負レンズと正レンズと負レンズより構成され
る接合レンズを含む構成を有すると、この接合レンズで色収差や高次収差の補正が容易に
なる。
【手続補正６】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６４】
　３３は固体撮像素子３２によって光電変換された被写体像に対応する情報を記録するメ
モリである。３４は撮影し、固体撮像素子３２によって光電変換された被写体像を転送す
るためのネットワークケーブルである。
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